
　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社 大翔テック

2021年度　環境活動レポート

　（2021年6月～2022年5月）

発行日 ： 2022年8月19日



　　6）金属屑の削減

 代表取締役社長

　　3）水使用量の削減
　　　・節水に心がけます

　　4）化学物質使用量の抑制と管理

　　5）グリーン商品の購入

　③全従業員への周知徹底を行い、環境に関する意識向上に努めます。

　　　
制定日　2009年10月1日
改定日　　2021年4月1日

株式会社 大翔テック

　　　・電気、燃料の効果的な使用及び物流の効率化

　基本理念に基づき以下の『行動指針』を定めます。

　①環境関連の法律・規則・条例等を遵守します。

　②次の環境負荷低減の活動を行います。

　　2）廃棄物排出量の削減
　　　・廃棄物の分別、リサイクルの向上

　　1）二酸化炭素排出量の削減

深く認識しあらゆる企業活動において、環境保全活動に継続的に取り組みます。

行動指針

環境経営方針

基本理念 

　古墳や古い街並みが残る松原市で、金属加工製造業を営んでいます。
かけがえのない地球・文化を守るために環境問題が重要課題であることを



□組織の概要

（1） 名称及び代表者名

株式会社 大翔テック　　　代表取締役　樋口　馨

（2） 所在地

工　場　 〒580-0002　松原市小川６丁目1-1

本　社　 〒558-0003　大阪市住吉区長居2丁目8番19号

　　　　　（登記簿上の住所につき環境負荷はありません）

（3） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　　　　　　　　　FAX　072-339-7013

（4） 事業内容

環境関連機器 ・ 産業機械の設計製作

（5） 事業の規模

2021年度

売上高　　　　：　2億3500 万円

製品出荷額　：　3400 万円　　　主要製品生産量　： 30トン

従業員数　 　：　8名　　　　 　　　　延べ床面積　　　　：　422.8㎡

（6） 事業年度　　　6月～5月

辻本　隆之　　　TEL　072-339-7015

各種金属の設計・加工（曲げ、切断、溶接、機械加工）、



□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名：　株式会社 大翔テック

活動：　各種金属の設計・加工（曲げ、切断、溶接、機械加工）、

　　　　  環境関連機器 ・産業機械の設計製作

組織図

代表者
代表取締役　樋口　馨

環境管理責任者
部長　辻本　隆之

EA21事務局
担当者　辻本　隆之

製　造工　務 営　業 設　計



□主な環境負荷の実績

項　目 単位 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

二酸化炭素
総排出量※

kg-CO2 59,049 53,218 42,826 51,830 54,478 43,671 30,429 9,739

電力 ｋｗｈ 96,597 82,912 74,438 84,873 91,587 79,244 20,163 7,077

ガス（ＬＰＧ） kg 11 5 3 2 3 2 2 6

ガソリン L 2,135 2,618 1,333 3,202 2,830 957 1,144 2,656

軽油 L 1,349 1,433 302 0 0 0 0 0

一般廃棄
物排出量

kg 876 835 757 790 784 838 563 485

総排水量 ㎥ 248 212 219 181 193 201 187 78

金属屑 kg 未測定 31,650 24,064 22,570 22,100 24,270 21,329 1,080

※電力のCO2排出係数は0.351kg-CO2(関西電力の排出係数[調整後](2020年度))を使用
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□環境目標・実績(2022年度、2023年度の目標は2020年度、2021年度の実績を見て修正)

基準値 2019年 2020年 2022年 2023年

（基準年度) （実績） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 50,520 41,445 28,304 30,515 7,077 30,515 30,515

基準年比 (2014年) 82% 56% 60% 14% 60% 60%

kg-CO2 32 5 7 10 6 10 10

基準年比 (2014年) 15% 22% 31% 20% 31% 31%

kg-CO2 8,497 2,222 2,822 5,948 2,656 5,948 5,948

基準年比 (2014年) 26% 33% 70% 31% 70% 70%

kg-CO2 59,049 43,672 31,133 36,473 9,739 36,473 36,473

(2014年)

kg 876 838 562 832 485 832 832

基準年比 (2014年) 96% 64% 95% 55% 95% 95%

㎥ 248 201 187 223 78 223 223

基準年比 (2014年) 81% 75% 90% 31% 90% 90%

％ 60%
購入金額 (2014年)

kg 31,650 24,270 21,329 28,485 1,080 28,485 28,485
基準年比 (2015年) 77% 67% 90% 3% 90% 90%

□環境活動計画の取組結果とその評価

達成率 評価
電力 の削減

431%

液化石油ガス の削減
(LPG) 157%

ガソリン の削減
224%

廃棄物 の削減
171%

水道水 の削減
286%

化学物質 の管理
-

の促進
138%

の削減
2638%

ガソリン・軽油の二
酸化炭素排出量削
減

65%83%

- -

廃棄物の削減

水

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2021年

- -- -

上記二酸化炭素
排出量合計

90% 65%

電力の二酸化炭素
排出量削減

ガス(ＬＰＧ)の二酸
化炭素排出量削減

○

○

金属屑

○

現状維持に努める。

化学物質は管理（使用量把握）のため達成率・評価は未記入とする。

グリーン商品購入

金属屑の削減

化学物質の適切な
管理

グリーン商品購入
91% 65%

2.パソコンの電源OFF
3.エアコンの設定温度を守る

1.お湯を沸かしすぎない

2.節水表示をする
1.水量の調整

項目 取組内容 結果の評価・今後の方向性

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

1.昼食時及び不使用部屋の消灯

○
昨年同様に受注物件減少に伴い電力使
用量が削減されている。

1.化学物質使用量の管理

1.分別収集をして廃棄する

○ 各自、努力に努める事。2.不要紙の再利用

1.急発進・急加速をしない
○

受注物件減少に伴い納品等が少なかった
為、減少している。

2.空ぶかしをしない
3.積載量に気をつける

3.梱包材・緩衝材等の再利用

○
生産業務的には使用しない為、現状維持
を努め省エネの継続

現状維持に努める。

-

1.事務用品のグリーン商品購入

1仕損じを減らす
生産物件減少の為、減少していると思わ
れる。



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

当社に適用となる環境関連法規等

違反・訴訟等の有無

・自社の事業活動に関する法令違反はありません。

・関係当局からの違反等の指摘は、過去3年間なく、訴訟もありません。

□代表者による全体の評価と見直し

・地域別騒音基準の順守

○

新設（有　無）

届出書

R3.11.2

法規制等の名称
証拠

・フロン類の適切な処理

・回収・破壊の工程の確認

振動規制法

騒音規制法

本年度廃棄なし

・産業廃棄物

・特定施設の届出

○

○

判定

・特定施設の届出

家電リサイクル法

新設（有　無）

届出書

R3.11.2

○

・圧縮アセチレン40ｋｇ（7.2ｋｇ入りボンベ

・廃棄時の適正処理 本年度廃棄なし

本年度廃棄なし

順守評価

廃棄物処理法 〇

○

フロン排出抑制法

・地域別振動基準の順守

・エアコン簡易点検

該当する要求事項
（対応すべき事項）

今後ともエコ意識を高めていきたいと考えます。

2022年8月19日　　樋口　馨

・転倒防止措置

・第二種貯蔵所の容器置場は明示し、
高圧ガス保安法

　約6本）以上は消防署に届出

 その外部から見やすいように警戒標を

 揚げる

保管量チェック

転倒防止チェック

「環境経営方針」「環境経営目標・計画」「実施体制」についての変更は有りません

消防法

今年度も各自の努力により、各項目の目標値をクリアできている


